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視覚障害者のための超音波距離センサー
による周辺状況認知の基礎的研究
Fundamental study of surrounding situation sensing for 
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る手法を検討し、予備実験を経て試作した研
究システムとその実験結果について報告した。
超音波距離センサー１つで行った予備実験で
は、構築物などに対して正面方向から距離計
測を行う場合には比較的安定して計測できる
ことを確認した。しかしながら、重大事故に
つながる下り階段やホーム端など、足場が不
連続で欠落するような場合でのセンシングで
は斜め下方に向けた計測が必要となり、床面
が滑らかな場合は床面からの反射が直接セン
サーに帰らず、壁面などを経由して計測され
るために実際より大きな値となって計測され
ることも確認した。床面から十分な反射が得
られる条件で下り階段に差しかかった場合の
データ計測を行ったところ、正面を向けた距
離センサーではエコー無しとなり、下り階段
を障害物のない水平路と判断してしまう可能
性が確認されたが、正面斜め下方を向けた距
離センサーの値が増加することから、斜め下
方に床がないと判断され、センサーを複数組
み合わせて計測を行うことで、下り階段など
の検出の可能性が確認できた。
　今後、本研究システムを活用して周辺状況
認知の条件を確立し、システム化していく予
定であり、具体的には、以下のような検討を
行っていく予定である。
　（1） 正面のセンサーに対し、正面斜め下方
のセンサーの床なし検出に時間的な遅れが認
められることから、センサーの位置や角度な
どの調整により検出タイミングの調整を図る。
　（2） 左右の斜め下方のセンサーは有効な
データが把握できていないと考えられ、今後
は廃止するか、他の組み合わせによる有効な
センシングを検討する。
　（3） 超音波距離センサーの指向性について
調査を行い、指向性の違ったセンサーを組み
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